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（令和6年3月改定）

問総務課 防災対策室（℡64-1502）

使おう、ハザードマップ

話し合おう、防災のこと
洪水や土砂災害の恐れがある区域や避難に関する情報をまとめた「ハ
ザードマップ」。いざという時のために、避難先や避難方法、非常用持ち出
し品・家庭用備蓄品、情報収集手段などを事前に確認しておきましょう。
※ハザードマップは５月の広報と一緒に全世帯へ配布しています。
※市ホームページでWeb版ハザードマップを公開しています。あわ
せて活用ください。

NEW

自分や大切な人の命を守るために

災害対策は、事前の備えが大切です

危険危険

\ 自宅 /
指定避難所

公園公園

▶指定避難所
災害が起こった時に避難する
場所をあらかじめチェックし
ておきましょう。

▶目印となる場所
公園など、避難経路上で目印
となる場所を書きましょう。
特に曲がり角には分かりや
すい目印を書きましょう。

▶危険な場所
川の近くなど、洪水時に危険と
なるような場所には印をつけ
ておいて、その道は通らないよ
うにしましょう。

▶自宅
あなたの自宅を書きましょう。

▶避難経路
指定避難所までの経路を書き
ましょう。

step.1 自宅周辺の災害リスクを知る

自宅周辺に浸水想定区域や土砂災害
警戒区域などがあるか確認しましょう。

step.3 非常用持ち出し品を確認する

家族によって持ち出し品は変わります。

step.2 避難所・避難経路を確認する

ハザードマップで自分の行く避難所と、
その経路を確認しましょう。

step.4 防災情報の入手方法を知る

市や県の正確な情報を確認しましょう。

■家庭用備蓄品

□ホイッスル、防犯ベル□食料□飲料水□粉ミルク、液体ミルク
家には常に3日分程度の食料、飲料水を準備しておきましょう。

災
害
時
、

は
大
丈
夫
？

ペ
ッ
ト

　
災
害
発
生
時
に
は
、ペッ
ト
も
パニッ
ク
に
な
り
、い
つ
も
と
違

う
行
動
を
と
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。避
難
所
生
活
に
適
応
で

き
る
よ
う
に
、日
頃
か
ら
必
要
な
し
つ
け
と
健
康
管
理
を
行
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。そ
う
す
る
こ
と
で
、避
難
所
に
お
け
る
他
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迷
惑
と
な
る
行
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を
防
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す
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と
も
に
、ペッ
ト
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ス
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軽
減
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
狂
犬
病
は
、犬
だ
け
の
病
気
で
は
な
く
、人
を
含
め
た
全
て
の

哺
乳
類
が
感
染
し
ま
す
。発
病
す
る
と
治
療
方
法
が
な
く
、悲

惨
な
神
経
症
状
が
出
て
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
確
率
で
死
亡
す
る
、

極
め
て
危
険
な
ウ
イ
ル
ス
性
の
人
獣
共
通
感
染
症
で
す
。

　
飼
い
主
は
、飼
い
犬
に
対
し
年
1
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
る
義
務
が
あ
り
ま
す（
狂
犬
病
予
防
法
）。

□
各
種
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る

□
寄
生
虫
を
予
防
・
駆
除
す
る

□
不
妊
去
勢
手
術
を
行
う

□
ケ
ー
ジ
な
ど
に
入
る
こ
と
を
嫌
が
ら
な
い
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
慣

ら
し
て
お
く

□
不
必
要
に
吠
え
な
い（
鳴
か
な
い
）よ
う
に
し
つ
け
る

□
人
や
他
の
動
物
を
怖
が
ら
な
い
よ
う
に
慣
ら
し
て
お
く

□
決
め
ら
れ
た
場
所
で
排
泄
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で
き
る
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う
に
す
る

□
シ
ャ
ン
プ
ー
や
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リ
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に
よ
り
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体
を
清
潔
に
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つ

□「
待
て
」「
お
い
で
」「
お
座
り
」な
ど
の
基
本
的
な
し
つ
け
を
行
う

災
害
に
備
え
た
し
つ
け
と
健
康
管
理（
例
）

狂
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病
予
防
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た
め
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い
犬
に
対
し
、か
か
り
つ
け
の
動
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病
院
な
ど
で
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
避
難
先
で
ペッ
ト
の
飼
育
に
必
要
な
も
の
は
、基
本
的
に
飼
い

主
が
用
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。避
難
所
に
ペッ
ト
用
の
救

援
物
資
が
届
く
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

備
蓄
品
は
少
な
く
と
も
３
日
分（
で
き
れ
ば
７
日
分
以
上
）用

意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ペッ
ト
と
一
緒
に
避
難
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。た
め

ら
わ
ず
、避
難
し
ま
し
ょ
う
。

ペ
ッ
ト
用
の
備
蓄
品
の
確
保

ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
所
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や
ま
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川
町
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富
１
２
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▼
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ま
市
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１
０
４
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館
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【
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
所
の
備
蓄
品
】

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。基
本
は
各
自
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
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そ
う
じ
シ
ー
ト

▼
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
▼
ペーパ
ー
タ
オ
ル

福岡県防災士養成研修・試験（筑後ブロック）
阪神・淡路大震災では、家屋などの下敷きとなった人々の約8割が家族や近隣住民から救
助されています。一人ひとりが、防災・減災の知識や技能を身に付け、協力しあって被害を最
小限に食い止め、地域全体が生き延びることが重要です。その地域防災の担い手となるのが
「防災士」。市では、「福岡県防災士養成研修・試験」を受ける皆さんへ、受講費などの補助
を行っています。詳しくは、市防災対策室に問い合わせください。

▶日程　１１月9日㈯、10日㈰
▶申込先　市防災対策室（℡64-1502）▶申込期限　7月19日㈮

▶場所　久留米市三潴生涯学習センター
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地域で取り組む、流域治水

流
域
に
視
野
を
広
げ
る

①災害リスクなどを知る ②自分事として捉える ③行動に繋げる

▼地域の防災マップ作成

▼水害リスクの見える化
（デジタルハザードマップ）

▼自主防災会の取り組み

▼防災啓発の取り組み
（情報発信） ▼学校での防災学習

▼地域共同の取り組み
（田んぼダム） （先行排水）

を作ろう
マイ・タイムライン

実際に作ってみよう、マイ・タイムライン

避難先 距離 避難時間 危険な場所

避難先①

避難先②

家族構成▶
（例：幼児、高齢者がいる4人）

自宅周辺▶
（例：2階建てで裏が崖、近くに川がある）

避難スイッチ▶ （例：警戒レベル3で避難所に行く）

警戒レベル 避難情報など 行動リスト

5

4

3

2

1
早期注意報
（気象状況悪化のおそれ）

大雨・洪水注意報、線状降水帯発生予測情報
（気象状況悪化）

高齢者等避難
（災害のおそれ）

避難指示
（災害のおそれが高い）

緊急安全確保
（災害切迫、災害発生）

□少しでも安全な場所で命が助かる可能
性が高い行動をとる

□危険な場所から全員避難
□安全な地域の人は、在宅避難

□気象情報や市の避難情報の確認
□高齢者や障がいのある人など、避難に

時間がかかる人への連絡・避難支援
□最悪の場合への備え（緊急避難準備）

□指定避難場所や避難手段の確認、避難
要領の検討　

□テレビやラジオ、スマートフォンなどから
川の水位などの確認

□連絡手段の準備と確認（携帯電話の充
電器や発電機、電池の用意）

□テレビやラジオ、スマートフォンなどから
今後の天気など防災情報の確認

□薬や食料、非常用持ち出し品の確認と補
充など、避難準備

□家族や学校、会社など連絡先の確認　

ここまでに安全な場所へ必ず避難せよ！

□防災情報の収集手段の確認
□非常用持ち出し品や家庭用備蓄品、避難時

の服装の確認など、避難できる態勢の準備
日頃の備え

【非常用持ち出し品（例）】
▶保険証▶薬、お薬手帳▶現金▶携帯電話、充電器▶ヘッドライト
▶水、食料▶雨かっぱ▶マスク▶マイ・タイムライン

河川管理者などが主体となる従来の対策に加え、自治体や企業、市民など、流域に関わるすべての関係者
が協力して行う水災害対策を流域治水といいます。
気候変動による水災害リスクの増加に備えるためには、雨が河川に流入する地域（流域）に関わるすべての
関係者が、先行排水や田んぼダムなどで協力することが必要です。
川にごみを流さないことや地域での河川浄化・除草作業、また、ハザードマップを活用して、自身や家族の避
難行動計画「マイ・タイムライン」を作成することも流域治水の大切な取り組みです。

提供：国土交通省 水管理・国土保全局


